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新規施設認定 提出用データ作成について

新規施設認定では、新規申請書とともにJ-ABレジストリ（REDCap） に登録された心房細動アブレーション症例数を、
認定確認資料としてご提出いただくことになります。
対象症例と提出用データの作成手順は下記の通りとなります。
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Step1

• REDCap ExportToolを使い

該当プロジェクトデータをエクスポート

Step2
• Exportデータ不要項目を削除し印刷

Step3

• 新規申請書とともに学会事務局へ
提出

施設認定 提出について

【対象症例】 ※REDCapに登録されているのは2021年4月～12月の症例

・4月に申請書ご提出の場合：2021年4月～2022年3月
・8月に申請書ご提出の場合：2021年8月～2022年7月
・12月に申請書ご提出の場合：2021年12月～2022年11月

【J-ABレジストリ対象プロジェクト】
J-AB 2021_1（新規登録受付中_2021.01.01～2021.12.31 ※9月症例除く）
J-AB 2021_2（新規登録受付中_2021.01.01～2021.12.31 ※9月症例除く）
J-AB 2021_3（新規登録受付中_2021.01.01～2021.12.31 ※9月症例除く）
J-AB 2021_4（新規登録受付中_2021.01.01～2021.12.31 ※9月症例除く）
J-AB 2021_9月詳細調査（新規登録受付中_2021.09.01～2021.09.30）

【提出期限】
年3回（4月中、8月中、12月中）※当日消印有効
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Step1：REDCap ExportTooLを使いデータをExport

①REDCapシステムへログイン

REDCapシステムURL （https://redcap.ncvc.jp/redcap/）

・Username（ID：登録メールアドレス）
・Password（Pw：各自設定済）を入力

⇒Log inボタンをクリック

②［My Projects］から対象プロジェクトを選択

J-ABレジストリで使用している症例登録システム（REDCapシステム）を使い、提出用データをExportします。

https://redcap.ncvc.jp/redcap/
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Step1：REDCap ExportTooLを使いデータをExport

③左のメニューから［Data Export Tool］を選択

④［Display advanced options］を選択



【Export対象項目】
E1：ID（自動発番）
E6：施行日
E7：性別
E8：生年月日: 年
E9：生年月日: 月
E14：不整脈診断名
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Step1：REDCap ExportTooLを使いデータをExport

⑤Export対象項目に☑チェックを入れる ⑥画面下へ移動し、［Submit］を選択
※赤枠内の［De-Identification Options］の☑チェックは不要です。
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Step1：REDCap ExportTooLを使いデータをExport

⑦［Citation Notice］メッセージの
下部にある［Okay］を選択

⑧［EXCEL CSV］の［Raw］を選択するとデータがExportされる。

⇒施設認定の提出対象となるプロジェクトを
Step1［②～⑧］の手順に沿ってデータをExportして
ください。
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Step2：不要データの削除（Microsoft365 Excel）

ExportしたCSVファイルをExcelでそのまま開くと、症例ID（usubjid）が日付値で表示されてしまう場合があります。
CSVファイルを開く際は、下記の手順でCSVファイルを開くようお願い致します。
※お使いのExcelのバージョンによっては手順が異なる場合がございます。ご了承ください。

①［データ］⇒［データの取得］⇒［従来のウィザード］
⇒［テキストから（レガシ）］の順で選択。

②ExportしたCSVファイルを選択し［インポート］を選択

※①で［データの取得］が表示されない場合は、
［ファイル］⇒ ［オプション］⇒ ［データ］⇒ ［テキストから（レガシ）］に☑
をお試しください
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Step2：不要データの削除（Microsoft365 Excel）

③［先頭行をデータの見出しとして使用する］に☑チェック
し［次へ］を選択

④［カンマ］に☑チェックし［次へ］を選択

⑤［文字列］を☑チェックし

データのプレビューが文字列に設定さ
れているのを確認し［次へ］を選択
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Step2：不要データの削除（Microsoft365 Excel）

⑥データの取り込み先を指定し
［OK］を選択

⑦［diagnosis___2］ ～［diagnosis___10］までのデータを選択し削除する

不要データ
のため削除

⑧「baseline_arm_1」および「心房細動アブレーション症例：diagnosis___1」を 「1」にてフィルターを設定する
確認資料対象外の施行日を削除する
未入力等の不備がないかチェックし、欄外に施設名を記入する
印刷し、新規申請書とともに提出する

※Datatrak （2022年1月〜）に登録されたAF症例と合わせて30症例以上あるか、必ず確認してください


